
第８回北信越錬成⼤会(全⽇本⼸道選⼿権⼤会) 
   ⽯川県代表選⼿選考会結果 
 
 ⽇時：令和元年 5 ⽉ 25 ⽇（⼟）9：00〜13：30  
 会場：⽯川県⽴武道館 
 審判団：⽔橋会⻑、松川副会⻑、川瀬副会⻑、北村副会⻑、⽊下理事⻑ 
 参加者：男性 12 名 ⼥性 8 名 計 20 名 
 
 7 ⽉ 28 ⽇（⽇）に富⼭市で開催される第 8 回北信越錬成⼤会の代表選⼿、男⼦ 5 名、⼥⼦ 5 名が以
下の通りに決定しました。 北信越錬成⼤会（北信越ブロック予選会）において、第 70 回全⽇本男⼦⼸
道選⼿権⼤会･第 52 回全⽇本⼥⼦⼸道選⼿権⼤会の北信越ブロック代表男⼥ 5 名が決定します。ブロッ
ク代表を除いた選⼿の中から、県代表選⼿男⼥各 1 名を決定します。 
 
 男⼦ 
  沖⾕ 知明 教⼠六段（⽩⼭市松任） 
  曽⼭ 良和 教⼠六段（中能登町） 
  中條 ⼤輔 教⼠七段（⽻咋市） 
  友安 正⼈ 教⼠六段（⾦沢市） 
  道越 良治 教⼠七段（能美市） 
 
 ⼥⼦ 
  越能 公⼦ 錬⼠六段（⾦沢市） 
  坂本 祐⼦ 教⼠七段（⾦沢市） 
  ⾼尾 和⼦ 錬⼠六段（野々市市） 
  ⼭鍬三千枝 錬⼠六段（内灘町） 
  ⼭本真理⼦ 教⼠七段（能美市） 
 
    ※五⼗⾳順 
 

今年は⽇程の都合上、⽇曜⽇の開催が難しく⼟曜⽇開催となりました。男⼦参加者は昨年⽐△1 名の
12 名、⼥⼦参加者は昨年⽐△4 名の 8 名、計 20 名の参加がありました。昨年より⼈数が減った理由に
は、開催⽇が⼟曜⽇であったことが少なからず影響しているものと思われます。 
 ⾦沢市の最⾼気温は 30 度を超える真夏⽇でしたが湿度が低いおかげでからっとした陽気でした。⽴
順抽選、⼸具検査、開会式とすすみ、その後すぐに男⼦から予選会が始まりました。男⼦ 3 ⽴、⼥⼦ 2
⽴で各⾃⼀⼿ 2 回⾏います。予選は約 2 時間で終了し、まず男⼥ 2 名の代表が決まりました。その後、
残った選⼿の上位 5 名で競射をします。その結果、的中上位 3 名が選⼿となりました。 
 今回は、予選の的中率は男⼦が 0.604（29 中/48 射）、⼥⼦が 0.438（14 中/32 射）でした。決勝は男
⼦が 0.633（19 中/30 射）、⼥⼦が 0.633（19 中/30 射）。県の選考会では的中要件はなしとしています
が全⽇本選⼿権⼤会、北信越錬成⼤会では、予選は⽻分け以上の的中が必要であり、今年は特に⼥⼦の
予選の的中が今⼀つでした。とはいえ、この選考会は、全⽇本選⼿権⼤会や北信越錬成⼤会同様、予選
は的中で優劣をつけるのではなく、⼊場から退場までの体配・射技のすべてが採点対象となり、的中は



採点のほんの⼀部に過ぎません。このような性格の選考会であることを踏まえ、開会式や閉会式におき
まして、県連の⽔橋会⻑より、次のようなお話がありました。 
−開会式− 
 ・昨年の全⽇本選⼿権の記事が掲載された⼸道誌 2018 年 11 ⽉号に、審判の先⽣の講評が掲載されて

いますが、そこにはこんなことが書かれています。 
「まず⼊場のときです。礼をする際、背中を伸ばしてきちんと頭を下げて、上座に向かって礼ができ
ていない選⼿がいたことが気になりました」 
「本座に坐って、すぐに揖になってしまったり、正確なすり⾜ができていなかったり。」 
「退場するときも、礼をおろそかにしてしまう選⼿が⾒受けられました」 
「⼊場の際、前の⼈に⾃分の左⾜が合っていない⽅がいました」 

  これらのことは、無指定審査の講習会で最初に教わることですが、全⽇本の⼤会でこれを出来てい
ないと指摘される選⼿がいたということです。皆さんも⼗分注意をしていただきたい。 

−閉会式− 
 ・予選の 4 射と決勝の 6 射で、射がまったく違っている⼈が⾒受けられた。予選は採点制、決勝は的

中制でそれが悪いとは⾔わないが、⼸道とは何ぞやということを⾒せる姿勢がほしい。 
 ・開会式でお話した昨年の全⽇本選⼿権の講評の通りのことを指摘したい⽅が何⼈もおられた。 
 ・採点制では、的中の前後にある動作、縦横⼗⽂字であったり、⽬づかいであったり、動作そのもの

が早かったりしている。⼊場もそうだが、退場が全然出来ていない。⽮番えの動作が違う。このよ
うな⽅が結構いた。 

 ・これは今さら指摘するべき話ではないが、そういうのが出来ていないというのは、昇段・昇格する
につれ、⼀⼈練習が災いしているのではないか。 

 ・ここをこう直せば、射品・射格が上がるという⽅は⾒受けられるが、次の⽴でも同じことをされて
いるのを⾒ると、そういう癖がついており、誰からも指摘を受けていないのだなということを感じ
る。的中すれば良しではなく、細かいところを複数の⽅で練習することによって切磋琢磨しお互い
に⾔い合えるような練習をしていただきたい。 

 ・7 ⽉の錬成⼤会では、⽯川県が断トツで上位に⼊れるよう修練を積み重ねていただきたい。 
 
 県代表になられた選⼿はさらなる稽古を重ね、北信越ブロック予選会〜全⽇本選⼿権と頑張ってくだ
さい。ご活躍を期待しています。 
 
 第 8 回北信越錬成⼤会  令和元年 7 ⽉ 28 ⽇（⽇） 於：県営富⼭⼸道場  
 
錬成⼤会出場者                 審判員の先⽣⽅ 
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